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内容についての注意点

• 本資料では2017年6月21日時点のサービス内容および価格についてご説明しています。最新
の情報はAWS公式ウェブサイト(http://aws.amazon.com)にてご確認ください。

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト記載の価格に
相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただきます。

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様が東京リージョンを使用する場合、別途
消費税をご請求させていただきます。

• AWS does not offer binding price quotes.  AWS pricing is publicly available and is 
subject to change in accordance with the AWS Customer Agreement available at 
http://aws.amazon.com/agreement/.  Any pricing information included in this 
document is provided only as an estimate of usage charges for AWS services based 
on certain information that you have provided.  Monthly charges will be based on 
your actual use of AWS services, and may vary from the estimates provided.
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自己紹介
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諸岡 賢司(もろおか けんじ)
エコシステム ソリューション部

パートナー ソリューション アーキテクト

普段の業務

• クラウドへのマイグレーション/移行コンピテンシー/パートナー支援

略歴

• 外資系大手ITベンダー/SIベンダーにて、IT全体最適化、エンタープラ
イズクラウド移行、DC/グローバルITコンサル

好きなAWSサービス

• S3、Elastic Transcoder、AWS CLI



Agenda

• AWSの移行（マイグレーション）の考え方

• AWS Application Discevery Service

• AWS Server Migration Service
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AWSの移行（マイグレーション）の考え方
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移行（マイグレーション）とは？
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プロジェクト

ハイブリッド

クラウド
ファースト

全面移行

移行と言っても、範囲/複雑さは多様

「現行システムと将来システムのギャップを埋める計画や対応作業」



移行の実施計画における一般的な課題

クラウド検討 マイグレーション実施計画 マイグレーション実施

IT部門責任者業務部門責任者

 移行のための業務停止はできるだ
け短くして欲しい

 操作方法をあまり変えないで欲しい

 移行にあまり費用をかけたくない
 移行時のシステム２重持ちはしたく
ない

 システム停止時間が長く取れない
 クラウドを意識した全体設計に不安

クラウド化意思決定



AWS Cloud Adaption Framework (CAF)

https://aws.amazon.com/professional-services/CAF/

 AWS CAFは、組織が効果的なクラウド導入を進
めるにあたって、組織が持つスキルとプロセス
にどのような変革が必要かを示唆するものです。

 AWSが100を越えるクラウド導入プロジェクト
を実施してきた経験に基づくものです。

 AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点
から６つのパースペクティブにグループ化され
ています。

クラウドコンピューティングに対する包括的アプローチを活用した効率的な移行

ビジネスサイドの
ステークホルダー
が関連するパース
ペクティブ

テクノロジーサイド
のステークホルダー
が関連するパースペ
クティブ

https://aws.amazon.com/professional-services/CAF/


エンタープライズにおける移行対象領域
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業務アプリケーション

OS・リソース

仮想化

ハードウェア

コア

ファシリティ

基盤アプリケーション

実行基盤

（アプリケーション、

情報管理）

データセンター 拠点

サーバー ストレージ

Win/Linux VMware
ネット

ワーク

アプリ

実行基盤
データベース データ統合

ファイル

サーバー

ビジネスプロセス管理 ワークフロー管理
サービス

連携統合

コンテンツ管理 BI
ユーザーポータル

サイト

メッセージ/

コラボレーション

○○系業務 ○○系業務 情報系 OA系 外向け系

拠点

アーカイブ

ITガバナンス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理

カテゴリー サービスコンポーネント

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サービスデリバリ・オペ

レーションライフサイク

ル管理
エ
レ
メ
ン
ト
管
理
（
監
視
・
保
守
）

イ
ン
シ
デ
ン
ト
問
題
管
理

資
産
・
構
成
管
理

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

可
用
性
管
理

変
更
管
理

MF オフコン Hyp-V

共通機能



移行の実施プロセス
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計画 移行 運用

ディスカバリー 設計 変換 移行 運用 最適化

ドメイン

フェーズ

タスク

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

セ
ス

 アプリケー
ションアセ
スメント

 アプリケー
ションカタ
ログ、優先
順位付け

 データ要求
と分類

 ビジネスロ
ジック、イ
ンフラの依
存関係

等々・・・

 クラウド化
の手順

 詳細な移行
計画作成

 移行作業見
積もり

 セキュリ
ティとリス
クの評価

 移行手順の
実装

 ネットワー
クの構成

 アプリケー
ションレイ
ヤーの移行

 AWSへの配
置

 アプリケー
ション機能
の確認

 パイロット
テストの実
施

 移行支援
 リリース管

理
 サービスイ

ンの計画
 システム撤

去作業

 サービス管
理

 要員研修
 インシデン

ト管理
 プロビジョ

ニング

 移行後の評
価と最適化

 継続的な統
合化や配置

プロセスに沿って、抜け漏れのない安全で効率的な移行



移行プロセスを支えるAWSサービスや仕組み
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計画 移行 運用

ディスカバリー 設計 変換 移行 運用 最適化

ドメイン

フェーズ

AWS
サービス

移
行

プ
ロ

セ
ス

 AWS TCO Calculator
 AWS Application Discovery 

Service

 AWS CloudWatch
 AWS Config
 AWS CloudFormation
 AWS CloudTrail
 AWS Service Catalog
 AWS Trusted Advisor

パートナー
コンピテンシー

ワークロード別
• Microsoft SharePoint
• Microsoft Exchange
• SAP
• Oracle

業界別
• 政府
• 医療
• ライフサイエンス
• 金融サービス
• デジタルメディア
• マーケティングとコマース

ソリューション別
• IoT
• モバイル
• ストレージ
• 開発運用
• セキュリティ
• 移行

PSサービス

AWSサポート

 AWS Server Migration 
Service

 AWS Database Migration 
Service

 AWS Snowball

計画策定〜プロジェクト実施支援などの様々な有償サービス

移行実施ピーク時の一時的支援〜プロアクティブ運用支援



AWS移行の方針（例）
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• 移行の方針

 「システム移行時の停止時間」を最小限に抑え、ビジネスへ
の影響を最小化し、新たなITサービスを迅速に提供

• 実現方法

 フレームワーク、パースペクティブ、プロセスの活用

 ツールの活用、経験ノウハウの蓄積と再利用

• キーポイント

 移行のコスト、リスク、期間を低減

 安心、安全な移行

 自動化



AWS移行を進めるにあたって

• どの様にシステムを区切って移行するのか？

• 区切ったどの部分から移行するのか？
– アプリケーション・ポートフォリオ管理による評価

– アプリケーション影響度の評価

– システムのリース切れ/保守切れ/更改時期

– クラウド移行制約の評価（ノックダウン条件）
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ハイブリッド環境
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オンプレミス
データセンター

• クラウド移行途中
• オンプレミス既存資産の活用
• 適材適所（最も効果の高いところ）での配置

オンプレミスデータセンターとクラウドとの併用環境。

専用線

拠点



どういう区切りで移行するか
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パターン オンプレミス AWS

1)環境配置 本番環境 開発環境、テスト環境

2)システム毎
配置

業務Aシステム 業務Bシステム

3)システム内
サーバ配置

AシステムのDBサーバ AシステムのWebサーバ

4)DR配置 本番環境 DR環境

5)クライアント／
サーバ配置

クライアント サーバ

ハイブリッド環境でのシステム群配置は主に次の5パターン。



ハイブリッド環境配置5パターンの利用シーン
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パターン パターンの利用シーン

1)環境配置
（本番、開発）

停止すれば課金されないAWSの特性活かして開発環境やテスト環境に利用
あるいはローカルの既存開発環境を活用しつつ本番環境をAWSへ移行

2)システム毎配置
（業務A、業務B）

システム毎に、クラウド特性を活かせるシステムからAWSへ移行

3)システム内サーバ配置
（APサーバ、DBサーバ）

Webやバッチ等時間帯によって停止できて効果の出やすいサーバから移行 あるいは
他システムと密結合した複雑な構成で移行しにくいサーバをオンプレミスに 残して
移行 ただし、一般的には同一システム内のサーバをオンプレミスとクラウドで分け
るのは 性能上、耐障害性上、望ましくない

4)DR配置
停止すれば課金されないAWSの特性活かしてDR環境をAWSに構築
もしくは、既存DR環境を活かして本番をAWSへ移行

5)クライアント／サーバ
配置

拠点のクライアントからAWSへ移行したWebアプリケーションへのアクセス 拠点
のクライアントからAWS上のファイルサーバやS3へのファイルアップロード／ ダ
ウンロード



ハイブリッド環境配置5パターンの考慮点
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パターン 考慮点

1)環境配置
（本番、開発）

異なる環境となるためテストに注意が必要（負荷分散方式などが異なる）。 環境間で大量デー
タ転送が頻繁にある場合時間がかかる。 両方AWSに移行した方が、OSイメージなども共有し
やすくより運用が容易になることが多い。

2)システム毎
配置
（業務A、業務B）

システム間連携が密結合（オンライン同期処理等）の場合は、処理の遅延や障害時のエラーハン
ドリング／リカバリーが難しくなる可能性があるため、セットでの移行を検討する。 システム
間データ転送量にも注意が必要。

3)システム内サー
バ配置
（APサーバ、DBサーバ）

バッチサーバとDBサーバを分けて配置した場合は、シリアル処理を行うバッチジョブが遅延する
可能性がある。 WebサーバとDBサーバを分けて配置した場合は、DoS攻撃を受けた場合にDBア
クセスが急増し、 DirectConnect帯域に影響を与える可能性がある。

4)DR配置

本番環境とDR環境でIPアドレスが変わるため、注意が必要（IPアドレスを同一とする場合は、
NATなどを使ってルーティングや切り替えが複雑になる）。DR先をコールドスタンバイとする
場合、OSのパスワード変更や構成変更の反映が困難。本番環境とDR環境をセットでAWSに移
行したほうが構成は単純となる。

5)クライアント／
サーバ配置

AWS上のファイルサーバへのCIFSアクセスで大量データ転送がある場合は、注意が必要（WAN高
速化装置もそのまま使えない可能性が高い）。

2)が推奨。3)は可能な限り避けたほうがよい。4)も運用が複雑になりがち。

5)のファイルサーバパターンは性能の問題が起きやすい。



アプリケーション・ポートフォリオ管理による評価
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アプリケーション・ポートフォリオから、クラウドに適したアプリケーション・
ドメインや分類を選択し、クラウド移行対象を定義する。
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アプリケーション・ポートフォリオ管理による評価

評価／分類

業務／アプリケーション・ドメイン

マーケティング 営業支援 物流 生産 ・・・

アプリ名 予算 アプリ名 予算 アプリ名 予算 アプリ名 予算

戦略的 アプリI ¥xxx アプリC
アプリN

¥xxx
¥xxx

アプリE ¥xxx アプリA
アプリD

¥xxx

新規 アプリZ ¥xxx アプリX
アプリY

¥xxx
¥xxx

一時／季節 アプリM
アプリO
アプリQ
アプリR

¥xxx
¥xxx
¥xxx
¥xxx

アプリH
アプリJ

¥xxx
¥xxx

アプリS ¥xxx

レガシー アプリP ¥xxx アプリF
アプリL

¥xxx
¥xxx

アプリB
アプリG
アプリK

¥xxx
¥xxx
¥xxx

ドメイン別

アプリ特性
• ピーク性あり
• キャパプラが困難
• 一時的な利用
• 停止の可能性あり

アプリケーション・ポートフォリオから、クラウドに適したアプリケーション・
ドメインや分類を選択し、クラウド移行対象を定義する。



アプリケーション影響度評価
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影響範囲

影響度

影響範囲として利用する評価項目例：
• ユーザ種別（社内、パートナー、顧客）
• ユーザ数（部門内、事業部内、全社、消費者）
• アクセス数（〜数十、〜数百、〜数千、数万〜）

影響度として利用する評価項目例：
• 停止時のビジネスインパクト（〜円）
• 停止時の業務影響（個人に影響、特定業務停止、

特定部門麻痺、全業務停止）
• 原本性（取引ログ、マスター、情報系）

・アプリA

・アプリB

・アプリD

・アプリE

・アプリF

・アプリG

・アプリH

・アプリI

・アプリJ

・アプリL

・アプリM

・アプリN

・アプリO

・アプリK

・アプリQ
・アプリC

・アプリP

・アプリR

影響度の観点からアプリケーションを評価分類し、クラウドに移行しやすいもの、
しにくいものを整理する。

■影響度評価マトリクス例



システムのリース切れ／保守切れ／更改時期
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2016 2017 2018

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 3Q 4Q

システム アプリA  
xxx アプリE  

アプリH

システム アプリB  
yyy アプリC  

アプリD
アプリG

システム アプリF  
zzz アプリI

・・・ ・・・

アプリ更改

1Q 2Q

リース切れ

リース切れ

保守切れ

クラウド移行計画 クラウド移行

システムのライフサイクルからクラウド移行のタイミング、順番を評価する。



その他の様々な移行単位の切り口

どんな業務の単位/レベル/プロセス、または組織/事業部の単位でAWSを使う

とビジネス価値がでるのか？

組織/事業

• 組織横断で必要となる

業務や、独立性が高い

部分からAWS移行

業務プロセス

• アウトソーシングして

いる部分、共通するプ

ロセス等、使用頻度が

高い部分からAWS移行

フロント系/バック系

• よりお客様に近いフロ

ント系の方が、バック

系寄り価値訴求が大き

いと考える場合は、フ

ロント系からAWS移行



クラウド移行方式
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移行方式 概要 例

Re-Host • 改修を伴わない単純移行
• 必要最低限の変更
• 迅速移行後、クラウド最適化

• パッケージソフトが稼働しているサーバー
• 開発者向けテスト環境など

Re-Platform • プラットフォーム変更
• ある程度のアプリケーション変更発生

の可能性あり

• DBMS変更、アップグレード
• アプリケーション最新リリースへの変更
• RISC系からx64系への変更

Re-Purchase • アプリケーションを新しいものに変更 • SaaS製品、一般製品への置き換え
• クラウド互換ライセンス購入

Refactor • クラウド移行前にアプリケーションを
変更

• クラウドネイティブなアプリケーショ
ンにする

• DB/ミドルウェアの移行や変更
• アプリケーションの修正やアーキテクチャ再構築

Retire • オンプレミス環境のサーバーやアプリ
ケーションを廃止/撤退

• M&AによるITリソース重複

Retain • オンプレミス環境を継続利用
• 技術的/経済的理由から継続

• クラウド側でサポートされていないOSやアプリ
ケーション

• ビジネス的に移行妥当性が評価できないシステム



AWSへの移行方式の比較
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移行時間 移行コスト 俊敏性・ビジネス効果

⑥Retain

（現状維持）
○ ○ N/A

⑤Retire

（廃止）
○ ○ N/A

①Re-host

（リホスト）
○○ 〇〇 〇〇

③Re-purchase

（再購入）
○○○ ○○〇〇 〇〇○

②Re-platform

（リプラットフォーム）
○○○ ○○○ 〇〇○

④Refactor

（リファクタ）
○○○○ ○○○○ 〇〇〇〇

低い

高い

移
行
に
お
け
る
複
雑
さ

クラウドサービスを活用し、クラウド最適な形にアプリケーションを改修して移行するほうが、初期移行コスト
がかかったとしても結果として効果が高い。

アプリケーション更改のタイミング等とも合わせ、どの分類で移行するかを検討する。



ここまでのポイント

• どの様にシステムを区切るのか？

• 区切ったシステムをどの様な方式で移行するの
か？

• 区切ったどの部分から移行するのか？
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AWS Application Discovery Service
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ADSが必要とされる背景

• クラウドへ何を移行するのか？の把握が必要
– 既存システムのインフラ/アプリケーションの情報が必要

• 既存システムの情報が整理・更新されていない現
状（可視化が不十分）
– IT資産台帳はあるが、更新されていない。

– 担当者個々人で管理されている、担当者が退職してしまった。

• ツールによる効率的な既存システム情報の収集

26



ADS概要

• 既存ITシステムのデータ収集サービス
– 移行準備期間の短縮、手作業等による既存システム調査の負担軽減

– VMware、Windows、Linux環境のデータを収集

27

ディスカバリ
エージェント

ADS側DB

AWS Application 
Discovery Service

オンプレミス データセンター

暗号化データ

インターネット



ADS動作概要
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ADS agent

• 仮想マシンへのエージェント導入
は、アプリケーション情報が必要
な場合のみ

• ESXi上の仮想マシンへのagent導
入による更なる詳細情報収集可能
(オプション)

• ファイアウォール設定は、
Arsenal.us-west-
2.amazonaws.com:443へのア
ウトバウンドアクセスが必要

ADS Configuration 
Items

Windows Linux

VMware

・・・・・・・・・・

ESXi

vCenter 
Server Win Linux

ADS
Connector

Data Export

Oregon(us-west-2)

・・・

EC2インスタンス



ADSの機能概要
全般的な機能

• システムの基本情報/依存関係/性能情報を収集

• 収集したデータはセキュアに送信（SSL)し、暗号化して保管

• 収集したデータへのAPIアクセスが可能

• 収集データはCSVでエクスポート可能（ZIPされS3へ格納）

• CSVデータは、3rdパーティー製品などでビジュアル化や移行時に利用可能

• ADSサーバー側の「Configuration Item」内部データベースは非公開

エージェントレス型（VMware環境）

• エージェントレス型は、VMware環境からデータ収集

• 「ADSコネクタ」と呼ばれるOVF形式アプライアンスをデプロイし、vCenter Serverから情報収集

• ADSコネクタはADSサーバーと接続し、オンラインになった時のみデータを収集

• OS毎エージェントの追加導入により、より詳細なアプリケーション情報を収集可能

エージェント型（Windows/Linux)

• エージェント型は、Windows/Linuxサーバーからデータ収集

• エージェントは30秒毎に増分データを収集

• エージェントの更新ファイルは、必要に応じて自動的にダウンロード、適用可能（設定による）

29



ADSがサポートする環境/リージョン

30

VMware

vCenter Server 5.5 ~ 6.5

ESXi 5.1 ~ 6.5

エージェントレス型

Linux Windows

Amazon Linux 2012.03, 2015.03 Windows Server 2008 R2 SP1 (※)

Ubuntu14 2012, 2012 R2

CentOS 6, 7

RedHat 6, 7

エージェント型

(※)既知問題：エージェントがADSへデータ送信しない→修正プログラムをインストールしてください。
「Availability of SHA-2 Code Signing Support for Windows 7 and Windows Server 2008 R2」

リージョン
• US West (Oregon)のみ



ADSの制約条件、上限設定

エージェントレス型
• 処理可能データ量は10GB/日

• 上限達すると翌日までデータ処理ができなく
なる

• よく起こる場合はAWSサポートへ上限緩和
の問合せ

エージェントベース型
• AWS認定パートナー様のみが利用可能

• 処理可能データ量は10GB/日
• 指定のAWSアカウントに関連付けられたすべての

エージェントに収集されるデータ

• データストレージは90日
• 経過後は自動的にデータが消去される

• 90日前にデータを消去したい場合、AWSサポート
へ問合せ

• アクティブエージェントは最大250
• データを収集し、ADSへ送信するエージェント数

• 非アクティブエージェントは最大10000
• 応答は返すが、データ収集しないエージェント

• 非標準イーサネット命名規則を使用した
Linux環境はサポート対象外。システムには
eth0が必要

31

ご利用時に必ずオンラインドキュメント等をご参照ください。
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/application-
discovery/latest/userguide/what-is-
appdiscovery.html#w2ab1b5c29



ADSのデータ収集情報

32

収集データ分類 エージェント型 エージェントレス型

vCenter VMパ
フォーマンス情報

ー ○

vCenter VMインベ
ントリ情報

ー ○

サーバーパフォー
マンス情報

○ ー

サーバー情報 ○ 構成情報、ソフトウェア間の依
存関係、パフォーマンス情報、ITリ
ソース使用率情報

ー

アプリケーション
関連情報

○ ー



収集データ項目の詳細～エージェント型

• ユーザー情報 (ユーザー名、ホームディレクトリなど) 
• グループ情報 (名前) 
• インストールされているパッケージのリスト
• カーネルモジュールのリスト
• 作成および停止プロセスのすべてのイベント
• DNS クエリ
• NIC 情報
• TCP/UDP プロセスリッスンポート
• TCPV4/V6 接続
• オペレーティングシステムの情報
• システムハパフォーマンス
• プロセスのパフォーマンス

33

AWS Application Dicovery Agentは、インフラ/アプリに関する基本情報を収集



収集データ項目の詳細～エージェントレス型(1/2)

• Timestamp
• OSType
• SystemRelease
• MoRefID (Unique vCenter Managed Object Reference ID)
• instanceUuid (Unique ID for a Virtual Machine. Not for host
• system)
• FolderPath (VM folder path in vCenter)
• Name (Name of the vCenter VM or host)
• Hostname
• Hypervisor
• Manufacturer
• ToolsStatus (VMware tools status)
• HostSystem (MoRefId of the host system of a VM)
• Guaranteed for VM
• Datacenter (MoRefID of the data center where the system is
• located)
• Type (Host or VM)
• vCenterId (Unique vCenter ID)
• smBiosId

• MacAddress
• IpAddress
• Network – List (A VMware object representation of a network)
• macAddress (For the network)
• portGroupName (For the network)
• portGroupId (For the network)
• virtualSwitchName
• Name (Network name specified by user)
• CPUType (vCPU for VM, actual model for host)

34

仮想アプライアンスはvCenterからVMに関する基本情報を収集



収集データ項目の詳細～エージェントレス型(2/2)

• Timestamp
• MoRefID (Managed Object Reference ID of the system
• producing the metrics)
• Type (Host or VM)
• vCenterId (Unique ID of the vCenter)
• smBiosId
• PowerState
• MemorySize (Memory size of VM/host)
• MemoryReservation (Reservation set for a VM)
• ActiveRAM (Average RAM over polling period)
• MaxActiveRam (Max RAM over polling period)
• NetworkCards
• Name (Name associated with metrics collected)
• BytesReadPerSecond (Average over polling period)
• BytesWrittenPerSecond (Average over polling period)
• TotalUsage (Average transmitted/received over polling
• period)
• MaxTotalUsage (Max transmitted/received over polling period)
• Disks 
• DeviceID
• (Name associated with metrics collected. For
• virtual device it will be the scsi id)

• Name 
• Capacity 
• scsi (For mapping performance metrics to a virtual
• disk)
• BytesReadPerSecond (Average over polling period)
• BytesWrittenPerSecond (Average over polling period)
• ReadOpsPerSecond (Average over polling period)
• WriteOpsPerSecond (Average over polling period)
• Cpus
• Name (Name associated with metrics collected)
• UsagePct
• UsageMHz (Average over polling period)
• MaxUsageMHz (Max over polling period) If available
• numCores
• speedMHz
• reservationMHz (reservation set for a VM)

35

仮想アプライアンスはvCenterからパフォーマンス関連情報を収集



1. IAMユーザー/ポリシー等の設定
① ADS用のIAMユーザー作成、キーペアの作成
② IAMユーザーへADS用のIAMポリシーをアタッチ

• AWSApplicationDiscoveryServiceFullAccess
• AWSApplicationDiscoveryAgentAccess
• AWSAgentlessDiscoveryService

2. エージェントレスの場合（VMware環境）
① AWSのホワイトリストへ登録し、OVAファイルのダウンロード方法を受取り

（登録サイト）https://aws.amazon.com/jp/application-discovery/how-to-start/

② AWS Agentless Discovery Connector仮想アプライアンス（OVAファイル）をダウンロード
③ VMware管理者権限でvCenterのログインし、仮想アプライアンスをデプロイ
④ デプロイされた仮想アプライアンスにアクセス（https://IPアドレス）
⑤ 画面の指示に従って各種設定を実施。（パスワード、ネットワーク設定など）

3. エージェントの導入（Windows/Linux）
① Amazon Partner Networkを通じてインストーラをダウンロード
② AWS Application Discovery Agentの導入

Windowsサーバーへの導入： コマンドプロンプトからDiscoveryInstall.exeを実行
Linuxサーバーへの導入： シェルコマンドにて導入

インストール/設定の流れ
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【注】詳細手順はUser Guideを御覧ください。
https://aws.amazon.com/jp/documentation
/application-discovery/



ADSの料金体系

• ADSサービス自体は無料

• 他サービスとの連携による使用料発生の場合
– 収集データを3rdパーティー製品でビジュアル化する場合
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ADS 操作画面の流れ

38



ADS各画面でできること

• ダッシュボード画面
– ADSサービスのハイレベルな要約

• データコレクション画面
– データ収集ツールのタイプを表示（エージェントベース、コネクタ）
– エージェント、コネクタの開始/停止、デプロイ方法提示）

• サーバー画面
– サーバーの詳細情報を表示（基本情報、パフォーマンス、サービス相

互依存関係、ネットワークトポロジー等）
– サーバーをアプリケーション単位にグループ化

• アプリケーション画面
– 各アプリケーションを構成するサーバー表示
– アプリケーションの検索、作成、削除、変更
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ダッシュボード画面

40

画面では、エージェントが導入されて
いるサーバーは8台で、その中の3台が
エージェント稼働中

サーバー/アプリケーション
概要表示

導入されたエージェントの稼
働状況

ADSコネクタの稼働状況

エージェントレス環境はコネクタが
導入されていない状態



データコレクション画面
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• エージェントを一覧表示。
• データ収集のStart/Stopにかかる時間は約5分程度

「Collection Status」は４つの状態をもちます。
① STARTED：収集ツールは、データ収集とディスカバリーサービスへの送信開始。
② START_SCHEDULED：データ収集開始をスケジュール中。ADS側に接続されるとデータ送信を開

始し、「STARTED」に変化。
③ STOPPED：ADS側へのデータ送信を停止中。
④ STOP_SCHEDULED：データ収集停止をスケジュール中。ADS側に接続されるとデータ送信を停

止し、「STOPPED」に変化。



サーバー画面
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• エージェントが収集したサーバー情報の一覧
• ホスト名、IPアドレス、OS名等を表示



アプリケーション画面

43

• アプリケーショングループを表示
• ユーザーが自分で設定可能（サーバーを選択してグルーピング可能）

• アプリケーショングループの「AppGroup」を選択した時の表示
• この例では1台のUbuntuサーバーを表示



アプリケーション画面～ネットワーク接続表示
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• ネットワーク的に接続しているサー
バーを表示することで、トランザク
ションの流れを追うことができる



アプリケーション画面～ネットワーク接続表示
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• 更にスクロールし、サーバーの
詳細情報を表示



アプリケーション画面～ネットワーク接続表示
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• スクロールの最下部、Outbound/Inboundタ
ブによる詳細表示



ADSのCLI（コマンドラインインターフェイス）
• ADS用に19個のコマンドが提供されています。
• $ aws discovery ~~~

① associate-configuration-items-to-application
② create_application
③ create_tags
④ delete_applications
⑤ delete_tags
⑥ describe-agents
⑦ describe-configurations
⑧ describe-export-configurations
⑨ describe-export-tasks
⑩ descrobe-tags
⑪ disassociate-configuration-items-from-application
⑫ export-configurations
⑬ get-discovery-summary
⑭ list-configurations
⑮ list-server-neighbors
⑯ start-data-collection-by-agent-ids
⑰ start-export-task
⑱ stop-data-collection-by-agent-ids
⑲ update-application

47

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cli/latest/reference/discovery/index.html



その他～エージェントをコマンド操作したい

• Linuxの場合、エージェントが導入されているサー
バーへSSHでログイン

• コンフィグファイルを確認
– Linux： /opt/aws/aws/agent/etc/agent.cfg

– Windows: %Program Files%AWS%agent.cfg

• エージェントの起動/終了/再起動
– $sudo /etc/init.d/awsagent {start | stop | restart}

• awscliの利用
– $aws –-version で、awscliのバージョンが1.11.36以上であること

– $aws discovery <コマンド各種＞
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その他～データをエクスポートしたい

• CSV形式でデータをエクスポートするには、ADS
のGUIではなく、awscliを使用
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ADS参考資料
• AWS ADSサイト

– https://aws.amazon.com/jp/application-discovery/

• ADSオンラインドキュメント
– http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/application-discovery/latest/userguide/what-is-

appdiscovery.html 

• ADSのよくある質問
– https://aws.amazon.com/jp/application-discovery/faqs/

• 海外ドキュメントサイト（英語）User Guide, API Reference等
– https://aws.amazon.com/jp/documentation/application-discovery/

• 海外ブロク翻訳「 New – AWS Application Discovery Service – クラウド移
行計画」
– https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-aws-application-discovery-service-plan-

your-cloud-migration/

• 海外ブログ翻訳「新しい AWS Application Discovery Service コンソール」
– https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-aws-application-discovery-service-

console/
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https://aws.amazon.com/jp/application-discovery/
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/application-discovery/latest/userguide/what-is-appdiscovery.html
https://aws.amazon.com/jp/application-discovery/faqs/
https://aws.amazon.com/jp/documentation/application-discovery/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-aws-application-discovery-service-plan-your-cloud-migration/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-aws-application-discovery-service-console/


AWS Server Migration Service
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SMSが必要とされる背景

• クラウド最適化移行はハードルが高い
– アプリケーション検討が必要

– LOBとIT部門を巻き込んだ全社対応が必要

• 現状多いリホスト移行
– クラウド最適化でないが、インフラ基盤のコスト削減メリットを得

やすい

– クラウドの利便性を実感すると、クラウド最適化に向かい易い

• 簡単に大量のサーバーをAWSへ移行したい要望
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SMS概要

• 2016年10月に新サービスとして発表

• 現行ではVMwareのみをサポート

• エージェントレス型での移行

• オンプレミスVMに対する増分変更を
キャプチャし、AWSに自動的に転送

• 1アカウントあたり最大同時に50VM
の移行が可能

• AWS管理コンソール、及びAPI/CLI 
アクセス

• Amazon Machine Images (AMI)か
らのEC2インスタンス実行

53

移行元
オンプレミスサーバー

AWS
Server Migration Service

移行先
Amazon Machine Image



SMS動作概要
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Connector

Virtual Appliance

•移行ジョブ（即時時刻、特定日時指定はオプショ
ン設定次第）(1) スケジュール

４つのステップで移行実施



• スナップショット取得

• VMからOVFテンプレートへエクスポート

• VMDKファイルをS3バケットへアップロード

• スナップショットの消去

(2) アップロード

SMS動作概要
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Connector

Virtual Appliance

４つのステップで移行実施



• VMDKファイルをEBSスナップショットへ変換

• S3バケットのVMDKを削除

(3) 変換作業

SMS動作概要
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Connector

Virtual Appliance

４つのステップで移行実施



• AMIの作成(4) AMIの作成

SMS動作概要
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Connector

Virtual Appliance

４つのステップで移行実施



サポートしているOS/リージョン
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Windows Linux

Server 2003 SP1, 2003 R2 Red Hat Enterprise Linux 5,6,7

Server 2008, 2008 R2 SUSE Linux Enterprise Server 11-12

Server 2012, 2012 R2 CentOS 5,6,7

Server 2016 Ubuntu 12,13,14,15

Windows 7 Oracle Linux 6,7

Windows 8, 8.1 Debian 6,7,8

Windows 10 Fedora Server 19,20,21

US East (N. Virginia), US West (Oregon), US East (Ohio), EU (Ireland), 
Asia Pacific (Sydney), Asia Pacific (Tokyo), Asia Pacific (Seoul), Asia 
Pacific (Mumbai)



サポートしているVMware環境

• vCenter 5.5 〜 6.5

• ESXi 5.1 〜 6.5

• 最低 4G RAM以上

• 最低ストレージ容量20G (シンプロビジョニン
グ）又は 250G (シックプロビジョニング)

• 接続先はインターネット（グローバルIP）である
こと

• HTTPプロキシが利用可能であること
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SMSの制約条件、上限設定

• 1アカウントあたり最大50までの同時VM移行

• VMの最初のレプリケーション時点から、90日間
まで使用可能。
– （アカウント単位ではなく）顧客が制限緩和を要求しない限り、

90日後に実行中のレプリケーションを終了します。

60

サポートしているOS/VMare環境、制約条件、上限設定については、ご利用時にドキュメント等をご参照ください。
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/server-migration-service/latest/userguide/prereqs.html



インストール/設定の流れ
1. Server Migrationコネクタのダウンロード

① AWSのサイトからダウンロード（OVF形式のFreeBSD VMアプライアンス）
② vCenter 経由でコネクタをESXi上にデプロイ

2. IAMユーザー/ポリシー等の設定
① コネクタ用のIAMユーザー作成、アクセス/シークレットキー生成
② IAMユーザーへ「ServerMigrationConnector」IAMポリシーをアタッチ
③ VMwareスナップショット操作用、vCenterユーザーIDを作成

3. コネクタのセットアップ
① ESXi上にデプロイされたコネクタへアクセス(https://コネクタのIPアドレス)
② 使用許諾、SMS管理用IDの作成、使用リージョン、キーの入力、等々

4. vCenterからサーバー情報をSMSへインポート
① AWS管理コンソールからSMSを選択し、「Import Server Catalog」をクリック

61

【注】詳細手順はUser Guideを御覧ください。
https://aws.amazon.com/jp/documentatio
n/server-migration-service/?nc1=h_ls



SMSの料金体系

• SMSサービス自体は無料

• SMSによる移行実施時に必要な費用
– 一時的にS3の料金が発生

• オンプレミス環境から S3 にサーバーボリュームを一時的にレプリケートし、
EBS スナップショットの作成直後に S3 から消去するため。

– EBSスナップショットの料金が発生
• すべてのレプリケーションで新規 EBS スナップショットが作成され、その追

加料金が発生します。これを避けるには不要となったスナップショットのコ
ピーを削除してください。
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SMS 操作画面の流れ
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レプリケーションジョブの作成

64

• AWS管理コンソールからSMSを選択し、 [レプリケーションジョブ] 、 [レプ
リケーションジョブの作成] を選択

• 一覧から複製したい移行元サーバーを選択し、[次へ]を選択します



ライセンスタイプの選択
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• レプリケーションジョブから作成されるAMIのライセンスタイプを選択
• LinuxはBYOLのみ、WindowsはBYOL又はAWS提供ライセンスを選択可能



レプリケーションジョブの設定

66

• レプリケーションを即時実行、または現在時刻から最大30日後までの後日日時
に開始するようにスケジュール可能

• [Replicate server every] レプリケーション頻度を選択。レプリケーション最
小頻度は12時間で、最大は24時間です。つまり、選択したサーバーのポイン
トインタイムレプリカを最小でも12時間ごとに作成できます



ジョブの確認と実行
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• 設定の確認を実施



実行状況 – Uploading stage
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• マイグレーションが開始され、VMDKがAmazon S3にアップロードされる第2
段階です。



vCenter側の状況 – Uploading stage
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• vCenter画面から移行タスクのステータスを確認すると、開始されたスナップ
ショットとOVFテンプレートが転送用にエクスポートされたことが判ります。



実行状況 – Converting
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• 転送後、移行プロセスは第3段階になり、VMDKをAmazon Elastic Block 
Store（Amazon EBS）のスナップショットに変換します。



実行状況 – Creating AMI
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• 変換が完了すると、移行プロセスは最終ステージになり、このレプリケーショ
ン実行のポイントインタイムコピーのAMIを作成します



EC2インスタンスの立上げ
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• AWS SMSコンソールのレプリケーションジョブ、実行履歴タブから、各レプ
リケーション実行で使用可能なすべてのAMIを表示できます



EC2インスタンスタイプの選択
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• インスタンスタイプを指定して起動します。



SMSのCLI（コマンドラインインターフェイス）

• SMS用に11個のコマンドが提供されています。
• $ aws sms create-replication-job ~~~

① create-replication-job
② delete-replication-job
③ delete-server-catalog
④ disassociate-connector
⑤ get-connectors
⑥ get-replication-jobs
⑦ get-replication-runs
⑧ get-servers
⑨ import-server-catalog
⑩ start-on-demand-replication-run
⑪ update-replication-job
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http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cli/latest/reference/sms/index.html



SMS参考資料
• AWS SMSサイト

– https://aws.amazon.com/jp/server-migration-service/

• SMSオンラインドキュメント
– http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/server-migration-service/latest/userguide/server-

migration.html

• SMSのよくある質問
– https://aws.amazon.com/jp/server-migration-service/faqs/

• 海外ドキュメントサイト（英語）User Guide, API Reference, CLI Reference等
– https://aws.amazon.com/jp/documentation/server-migration-service/?nc1=h_ls

• 海外ブロク翻訳「Jeff BarrがAWS Server Migration Serviceについてブログ
を公開しました」
– https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/aws-server-migration-service/

• 海外ブログ翻訳「AWS Server Migration Servive - クラウドへのサーバー移
行が簡単に！」
– https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/category/aws-server-migration-service/
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全体のまとめ

1. AWSの移行（マイグレーション）の考え方
 フレームワークや経験を活用した移行への取り組み

2. 既存システム環境を把握するためのADS
 効率的な移行対象洗出しによる移行計画策定の費用や期間を低減

3. 簡単に大量のサーバーをAWSへ移行するSMS
 リホスト方式のプロジェクト費用や期間を低減

76



77


